
事例７ 「より妥当な考えをつくりだす力」の育成を目指した事例 
〇学年    第６学年 

〇主な領域  B 生命・地球 (3)生物と環境 

〇事例のポイント 

 ①「より妥当な考えをつくり出す力」を育成するために、メダカがミジンコ等を食べている様

子、ミジンコが植物プランクトンを食べている様子を観察する。これらの観察結果から、水

中の食物連鎖にも目を向け、食物連鎖についてより広く、深く、その繋がりを考えることが

できるようにする。 

②ＩＣＴ端末を用いた水中の小さな生物の観察や、既習である陸上の食物連鎖との差異点や共

通点を見いだす活動を通じて、多面的な視点で事物・現象に対しての考えが深められるよう

に促す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元名 「生物どうしのつながり（水中の小さな生物）」 第６学年 

 

２ 単元について 

  本単元では、生物と水、空気及び食べ物との関わりに着目して、それらを多面的に調べる活動

を通して、生物と持続可能な環境との関わりについて理解を図り、観察、実験などに関する技能

を身に付けるとともに、主により妥当な考えをつくりだす力や生命を尊重する態度、主体的に問

題解決しようとする態度を育成することがねらいである。 

  本単元の指導計画の作成に当たっては、様々な動物の食べ物に着目して、生物同士の関わりを

多面的に調べる活動を通して、生物同士の関わりについて、より妥当な考えをつくりだし、表現

するとともに、植物を食べている動物がいることや、その動物も他の動物に食べられることがあ

ること、生物には食う食われるという関係があるということを捉えるようにする。 

映像資料等を用いて、水中の小さな生物について調べることも可能であるが、実際に池や川な

どの水を採取し、顕微鏡などを使って、水中の小さな生物を観察することにより、魚などが、水

中にいる小さな生物を食べて生きていることを、実物の観察を通して捉えることができるよう留

意する。また、ＩＣＴ端末を活用することで、自分の考えを他者と共有し、他者の視点を参考に

しながら、生物同士の関わりについて、前時までの自分の考えを振り返り、より妥当な考えをつ

くりだすことができるよう促していく。 

 

 

 

ＩＣＴを活用した主な学習場 ・観察場面、児童の考えを共有する場面 

ＩＣＴ活用の利点 

①マクロレンズとＩＣＴ端末を組み合わせることで、観察しているものがＩＣＴ端末の画面に

拡大表示されるため、複数で手軽に自然の事物・現象を観察することができる。 
②撮影した観察結果を共有し、クラス全員が考えを個別に入力し他者と共有することで、複数

の考えや他者の視点を参考にしながら、更に自分の考えを深めることができる。 



３ 単元の目標 

  生物と水、空気及び食べ物との関わりに着目して、それらを多面的に調べる活動を通して、生

物と持続可能な環境との関わりについて理解を図り、観察、実験などに関する技能を身に付ける

とともに、主により妥当な考えをつくりだす力や生命を尊重する態度、主体的に問題解決しよう

とする態度を育成する。 

 

４ 単元の評価規準 

 

５ 指導と評価の計画（全７時間扱い） 

次 時 学 習 活 動 評価の観点・方法 記録 

第 

一 

次 
１ 

 
〇生物同士の食べる食べられる関

係（*1）について考える。 

・陸上や水中等の食物連鎖につい

て理解を深める。 

・野生のメダカの食べ物について

着目し、問題を見いだす。 

【知識・技能②】（記述） 

【思考・判断・表現①】（記述） 
 

〇 

(*2) 

２ 〇顕微鏡を正しく使い、水中の小

さな生物を観察する。 

・自然の池や川にすむメダカは何

を食べているのか、観察からわ

かったことを話し合う。 

【知識・技能④】（行動観察・記録） 

 

〇 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①生物は、水及び空気を通して

周囲の環境と関わって生き

ていることを理解している。 

②生物の間には、食う食われる

という関係があることを理

解している。 

③人は、環境と関わり、工夫し

て生活していることを理解

している。 

④生物と環境について、観察、

実験などの目的に応じて、器

具や機器などを選択して、正

しく扱いながら調べ、それら

の過程や得られた結果を適

切に記録している。 

①生物と環境について、問題を

見いだし、予想や仮説を基

に、解決の方法を発想し、表

現するなどして問題解決し

ている。 

②生物と環境について、観察、

実験などを行い、生物と環境

との関わりについて、より妥

当な考えをつくりだし、表現

するなどして問題解決して

いる。 

①生物と環境についての事

物・現象に進んで関わり、粘

り強く、他者と関わりなが

ら問題解決しようとしてい

る。 

②生物と環境について学んだ

ことを学習や生活に生かそ

うとしている。 

編 P75 指導計画作成の留意事項(1)(5)(7) 

編 P75 指導計画作成の留意事項(2)(6)(8) 



３
本
時 

〇食物連鎖について考える。 

・ミジンコが植物プランクトンを

食べる様子を既習の知識と比較

し、より妥当な考えをつくりだ

し表現する。 

【思考・判断・表現②】（行動観察・記述） 〇 

第 

二 

次 

４ 〇空気を通した生物のつながりに

ついて考える。 

・植物と動物、人間の活動による

空気の循環について理解を深め

る。 

【知識・技能①③】（記述） 

 

 

 

５ 〇水を通した生物のつながりにつ

いて考える。 

・地球規模での循環、資源として

水への理解を深める。 

【主体的に学習に取り組む態度①】（行動観察・記述） 

【知識・技能①③】（記述） 

 

〇 

６ 〇学習の活用を行う。 

・害虫は本当に悪者なのだろうか。 

【主体的に学習に取り組む態度②】（発言分析・記述） 〇 

７ 〇単元のまとめを行う。 【知識・技能①②③】（記述） 〇 

＊１ 学習指導要領上の表記は「食う食われるという関係」であるが、実践の中では「食べる食

べられる関係」と指導している。 

＊２ 本実践では、前単元までの「問題を見いだす活動」にて、指導に生かす評価を実施した上

で記録に残す評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 P75 指導計画作成の留意事項

編 P75 指導計画作成の留意事項

編 P75 指導計画作成の留意事項(4)(5)(8) 

編 P75 指導計画作成の留意事項(2)(3)(4) 



６ 本時の学習指導(本時 ３／７時)  
⑴ 目標 

〈思考力、判断力、表現力等〉生物と環境について、観察、実験などを行い、生物と環境と

の関わりについて、より妥当な考えをつくりだし、表現する

などして問題解決することができる。 

⑵ 展開 

学習活動 
教師の働きかけと 

予想される児童の反応 

指導上の留意点（・） 

評価規準（◇） 

１前時の活動を振

り返り、問題を見

いだす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２予想する。 

 

 

 

 

３実験計画を立て

る。 

 

 

 

４観察を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ前回、魚などは、観察した水中の小

さな生物たちを食べていることがわ

かりました。 

Ｔ水中の小さな生物は、食べられるだ

けの存在なのでしょうか。 

Ｃきっと、更に小さな生物をたべてつ

ながっていると思う。 

Ｃ水中の小さな生物の世界にも、食べ

る食べられる関係があるのかな。 

 

 

Ｔ自分の言葉で予想しましょう。 

Ｃ大きさで食べる食べられるが決まる

んじゃないかな。 

Ｃ陸上の世界でいう植物みたいな存在

もいるのかな。 

Ｔどうすれば確かめることができます

か。 

Ｃミジンコに、より小さな生物などを

実際に与えて、観察する。 

Ｔミジンコへ、より小さな生物などを

含む水を１滴加えて観察しましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前時の結果（事実）に注目させ、

そこから未知の事項について思

考を働かせるよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水中の小さな生物の世界は、どのようにかかわり合っているのだろうか。 

ＩＣＴ活用のポイント① 

ＩＣＴ端末とマクロレン

ズを用いた観察を行うこと

で、焦点を合わせる等の操

作が必要なく、画面を見な

がら複数人で事象の変化を

確認することができる。 

編 P75 指導計画作成の留意事項(2) 

編 P75 指導計画作成の留意事項(8) 

 

【ＩＣＴ活用のポイント①】 

マクロレンズの上へスライドガ

ラスを乗せるだけで拡大して観察

を行うことや、写真・動画を記録

し、共有することができる。 

事例のポイント① 

カバーガラスをかけない場合、水

滴の中でミジンコが動いてしまう

ため、ろ紙などで余分な水分を吸収

させるとよい。 
また、顕微鏡を併用することで植

物プランクトンの様子も詳細に観

察することができる。 

スライドガラス 

クリア ファイル 筒 
マクロレンズ 

ＩＣＴ端末カメラ 

ミジンコ 

（マクロレンズ使用図） 



５結果を記録する。 

 

 

 

６考察をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ観察前後の記録をしましょう。 

Ｃしきりに手足を動かして緑色の 

粒を集めていたよ。 

Ｃミジンコのお腹が緑色に変化した。 

Ｔコメント共有ソフト（例：Padlet 

など）を使って、他の人の視点も参

考にしながら、今回の考察を深めて

みましょう。 

Ｃミジンコが集めていた緑の粒は何だ

ろう。 

Ｔ植物プランクトンといい、陸上の植

物と同じように日光と二酸化炭素を

使って自分で養分を作り出すことの

できるものです。 

Ｃミジンコありの水槽では、水の色に

違いがあるのは、どういうことなの

だろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ既に学習した陸上の世界と、今回観

察した水中の世界との共通点も考え

てみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇【思・判・表②】 

生物と環境について、観察、

実験などを行い、生物と環境と

の関わりについて、より妥当な

考えをつくりだし、表現するな

どして問題解決することができ

る。 

（行動観察・記述）全児童評価 

働かせる理科の見方・考え方 
既習である陸上における食物連鎖

と水中の食物連鎖を「共通性・多様

性」の視点で捉えさせる。また、他

者の考えを踏まえて多面的な視点か

ら「より妥当な考えをつくりだす」

ことができるように促す。 

【ＩＣＴ活用のポイント②】 

他者の視点も参考にしながら深く

考えることができる。 
＜実験結果からの考察＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童Ｋ 

水中の小さな生物が植物プランク

トンを食べていたということは、小さ

な生物にも食べる食べられるの繋が

りがあるということを考えた。 

 

児童Ｌ 

ミジンコは水中にある植物プラン

クトンのような、自分よりも小さな生

物を食べることがわかった。 

 

児童М 

何も与えていないミジンコとは違

い、植物プランクトンを入れたミジン

コは少しお腹が緑色だった。この結果

から、ミジンコは植物プランクトンを

食べていると考えられる。また、食べ

る食べられるの繋がりはあると考え

た。 

事例のポイント② 

児童の疑問や対話

に教師も積極的に関

わり、考えを深める

ための手助けを行

う。 

ＩＣＴ活用のポイント② 

＜考察をさらに深めてみよう！＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ活用のポイント② 

＜今までに習ったことを活用しよう＞ 

 
 

児童Ｋ 
小さな生物が植物プランクトンを食べるので、ミジンコがいる

方は、植物プランクトンが少なく、ミジンコがない方は植物プラ

ンクトンが残っている。ミジンコが水中に増えすぎた植物プラン

クトンを食べることで水が透明になる。 
 

児童Ｌ 
ミジンコなどの水中の小さな生物は、植物プランクトンを食

べ、水の中のバランスを保っている。 
 

児童М 
ミジンコが植物プランクトンを食べることで、水が透明になる

が、今度はミジンコの数もだんだんと減ってしまうと思う。 

児童Ｋ 
植物プランクトンが光合成をし、それをミジン

コが食べ、魚が食べ、その魚を鳥が食べる…などの

食物連鎖で水中と陸上の世界がつながっている。 
 

児童Ｌ 
植物プランクトンは、陸上の植物と同様に日光

と二酸化炭素で養分を作り出しているため、食べ

る必要がない。 
 

児童М 
陸上も水中も、もとをたどれば植物などからス

タートしていることがわかった。 



 

 

 

 

 

 

７本時のまとめを

する。 

 

 

 

８学習を振り返る。 

Ｃ水中にも食べる食べられるの関係が

あることがわかった。 

Ｃ水中でも、陸上と同じように食べ物

のもとをたどると、自分で養分をつ

くりだすことのできる植物にいきつ

くんだね。 

 

 

 

 

 

Ｔ今日の授業の振り返りをしましょ

う。 

Ｃ陸上も水中も食物連鎖で生き物は繋

がっている。 

Ｃ魚などは、鳥に食べられることもあ

るから水中と陸上どちらにもつなが

りがあるね。 

【Ａ評価の例】 

 既習内容である陸上における食

物連鎖と、自分の考察を複数の情

報を活用してより多面的に考え、

表現している。 

 

 

 

 

 

 

・ＩＣＴ端末と図を入れた紙での

振り返りについて、児童自身で

選べるようにする。 

・まとめと区別し、本時における

自身の成長等を振り返りとして

記録できるようにする。 

 

⑶ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に与えて観察してみれば確かめることができる。 

 

水中の小さな生物の世界も、食物連鎖の関係でつながっている。 
陸上でも水中でも、食べ物のもとをたどると、養分を自分でつくり出す植物にいきつく。 

問題 水中の小さな生物の世界は、どのように

かかわり合っているのだろうか。 

予想 ・体の大きさで食べる、食べられるが決まっている。 
・陸上の世界でいう植物みたいな存在もいるのかな。 

魚は、小さな生物を食べていた。 
（前回の結果） 

でも、小さな生物は 
食べられるだけの存在？ 

 

結果 
ミジンコ スライドガラス ミジンコ ＋ より小さな生物 

スライドガラス 

考察 

まとめ 
水中の小さな生物の世界も、 
食物連鎖の関係でつながっている。 
陸上でも水中でも食べ物のもとをたどると

養分を自分でつくり出す植物にいきつく。 

Web
上にて 

方法 

編 P75 指導計画作成の留意事項(6)（7） 

 

 水中で食べる、食べられるの

関係が成り立っている。 

 ミジンコが植物プランクトン

を食べていた。（結果） 

 水中以外も

いえるね。 
 

生物同士は 
食物連鎖でつながっている。 

 植物プランクトンは日光等を使って

自分で養分をつくり出す（事実） 

 陸上の食物連

鎖と一緒。 
 食物連鎖をたどっていくと、 

植物や植物プランクトンに 
いきつく。 



７ 実践をする上での留意点と成果と課題 

⑴ 実践をする上での留意点 （ＩＣＴ活用のポイント） 

事例のポイント① 

本実践では、「より妥当な考えをつくり出す力」を育成

するために、メダカが水中の小さな生物を食べる様子の

観察だけでなく、更に小さな生物も植物プランクトン等

を食べて命をつないでいることを観察し、食物連鎖につ

いてより広く、深く繋がりを考えさせる活動を行った。  

ＩＣＴ端末のカメラにマクロレンズ（※）へ図１のよ

うな材料を用意し、組み立てることで、ミジンコ等の比

較的大きなプランクトンの撮影が可能となる。（本事例

では、消化管の色の変化を観察するため、体長が大きい

オオミジンコを用いた。）  ※１００円ショップで購入可能 

マクロレンズは容易に作成でき、クリアファイルを使

用することで、事前にカメラの焦点が合う高さに調整で

きるため、プレパラートやスライドガラスを載せるだけ

で観察や写真・動画の撮影をすることができる。（図２） 

しかし、中学校理科との接続の観点からも顕微鏡の使

い方を学習した後に、ＩＣＴ端末を活用した簡易的な水

中の小さな生物の観察に取り組むことが望ましい。また、

使用するＩＣＴ端末のカメラ機能によっては鮮明に観

察することが難しい場合が考えられる。予備実験を行い、

変化の様子を観察する際には顕微鏡を用いること、記録 

として写真・動画を保存し共有する際にはＩＣＴ端末の活用を行うなど、用途を分けて使用する

ことなどが必要である。 

  また、マクロレンズを用いた観察は、第５学年「動物の誕生（メダカの誕生）」、第６学年「土

地のつくりと変化（火山灰の粒の様子）（図３）」について応用が可能である。更に、録画した映

像時間を早送りで再生することのできる機能（カメラの拡張機能としてタイムラプス機能搭載ス

クリーンレコーダー）を活用することで、第３学年「太陽と地面の様子（日陰の位置）」第５学年

「天気の様子（雲と天気の変化）（図４）」第６学年「植物の養分と水の通り道（水の通り道）（図

５）」等で、児童が主体となって、時間的な見方を体感することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

図３ マクロレンズ撮影：火山灰観察 図４ タイムラプス動画：雲の変化 

図１ マクロレンズの材料 

約 6.5 cm 

約 2.5 cm 

両面テープ 
セロハンテープ 

マクロレンズ本体 

図２ マクロレンズの組み立て 

クリアファイル 

図５ タイムラプス動画：水の通り道 



事例のポイント② 

小学校学習指導要領（平成 29 年告示）には、「第６学年では、主により妥当な考えをつくりだ

すといった問題解決の力の育成を目指している。より妥当な考えをつくりだすとは、自分が既に

もっている考えを検討し、より科学的なものに変容させることである。この力を育成するために

は、自然の事物・現象を多面的に考えることが大切である。」と記載されている。 

多面的に考える一助として、多くの他者の考えに触れることが大切である。しかし、これまで

は他者の考えを参考にするためには、グループでの対話や全体発表の中から考えを聞くことが一

般的であった。 

本事例では考察場面にて、対話的な活動に加え、コメント共有ソフト（例：Padlet、ロイロノ

ート、オクリンクなど）を用いて、現在記入している他者の考察だけでなく、既習内容や過去の

自分の考察を踏まえ、視野を広げた考察を行うことができる取組を行った。（図６） 

また、「より妥当な考えをつくり出す力」を育成するために、教師は Web 上の見守りだけでな

く、机上での会話に積極的に関わり、新たな情報をもとに、食物連鎖についてより広く、深く繋

がりを考えるためのサポートをする必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ミジンコが集めている緑色の

粒は何だろう。 

 既に学習した陸上の世界との 

共通点もありそうですね。 

 
ミジンコが植物プランクトン

を食べて、水中のバランスを

保つ役目もあるんだね。 

 食べ物のもとをたどると 
陸上も水中も植物なのかな。 

 
植物プランクトンといって、地上の植物

と同じように自ら養分を作ることが 

できるのですよ。 

【実験結果からの考察】 

 

 

 

 

 

児童Ｋ 
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児童М 

【考察をさらに深めてみよう】 

 

 

 

 

 

児童Ｋ 

 

児童Ｌ 

 

児童М 

○班 

○班 

【今まで習ったことを活用しよう】 
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児童М 

【実験結果からの考察】 【考察をさらに深めてみよう】 

 

【今まで習ったことを活用しよう】 

 

図６ Web 上のコメント共有イメージ 



⑵ 成果（〇）と課題（▲） 

〇考察として右図のように児童の

思考が深まる姿が見られた。 

  ミジンコが植物プランクトン

を食べる結果からの考察だけで

なく、他者の考えに触れることや、

ミジンコの有無による水質の違

いや、既習である陸上の食物連鎖

の情報などを多面的に考察する

ことで、より妥当な考えをつくり

出すことができたと考えられる。 

〇ノートに考察を記入する際に、手が止まってしまう児童も WEB 上で他者の投稿を参考にしなが

ら自分の考察を記入することができた。 

〇マクロレンズを装着し、観察画面を複数人で共有することでミジンコの手足の動きについて、

対話を通して考えを深めることができた。また、考察を記入するときにも記録した写真を使用

し、他者へ説明する際に活用する姿が見られた。 

○児童Ｋのはじめの認識は「水中の小さな生物が植物プランクトンを食べる」であるが、広義の

水中の小さな生物には、植物プランクトンも含まれる。動物だけでなく植物も生きている（生

物）であることを授業中に意識させたことにより、科学的概念への修正（より妥当な考えを自

分自身で判断し、認識を改めたこと）が伺える。今後も児童に生命領域の共通性・多様性の見

方を働かせながら食物連鎖の世界の奥深さを児童に味わわせたい。 

 

 

 

 

 

▲植物プランクトン（クロレラ）を含む水を加え、ミジンコの消化管の色が変わるまで１０分程

度時間がかかるため、植物プランクトンの豊富な水で生活したミジンコと、鶏糞やイースト菌

等、消化管の色の違いがわかるミジンコを用いて比較できる状態から、植物プランクトンを食

べる様子を観察する実践例も考えられる。 
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ミジンコは水中の植物プランクトンなどを 
食べて生活している。 

ミジンコが植物プランクトンを食べることで、 
水がきれいになることにも役立っている。 

メダカなどが食べるプランクトンも 
食物連鎖を通して陸上の世界とのつながりがある。 

ミジンコ有無の水槽の違いを見て 

既習内容を想起して 

  

【実験結果からの考察】 

水中の小さな生物が植

物プランクトンを食べて

いたということは、小さ

な生物にも食べる食べら

れるの繋がりがあるとい

うことを考えた。 

【今までに習ったことを活用しよう】 
植物プランクトンが光合成をし、それ

をミジンコが食べ、魚が食べ、その魚を

鳥が食べる…などの食物連鎖で水中と

陸上の世界がつながっている。 

今回観察した水中の小さ

な生物がミジンコであり、

植物プランクトンも生物で

あることを捉えることでよ

り深く事物・現象を考える

ことができた。 
児童Ｋ 

https://sec-gensai.cf.ocha.ac.jp/2903
https://www.pref.ibaraki.jp/soshiki/seikatsukankyo/kasumigauraesc/05_gakushu/scie

